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研究シーズ概要 

咀嚼は、摂食行動における最初の消化活動であり、その後の消化吸収に影響を及

ぼします。さらに、十分な咀嚼は食べ過ぎを防ぎ、食事量を減らすことができます。

健常成人を対象とした先行研究においても、充分な咀嚼が食欲および食後の血糖値

上昇を抑制したことを報告しています。女性は月経周期によって食欲やエネルギー

摂取量が変化することが明らかとなっていますが、咀嚼が食欲や食後糖代謝に及ぼ

す影響に関する性差は明らかになっていません。 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 

連携研究の 

範囲・方法 

◆これまでの咀嚼に関する研究では主に、咀嚼に関わる筋の活動、咀嚼回数の測定、

咀嚼の有無（食前にガムを噛む、通常の固形食とミキサー食で比較するなど）を評

価する手法で行われています。食品や測定技術のご提供などで共同研究に繋げられ

る可能性があると考えます。 

用途・効果 

・市場 

◆咀嚼に関する研究は、主に障害・疾病との関連性、肥満予防、食育、そして高齢

者のオーラルフレイル予防を目的として行われてきました。性差を検討した研究も

散見されますが、月経周期を考慮した研究は見当たりません。女性の健康課題を解

決するための製品・サービス提供「フェムテック」の開発に繋がる研究です。 
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